Development of teaching methods in motion analysis of baseball batting by 川村 卓 & カワムラ タカシ
野球の打撃における動作分析を活用した指導方法の
開発
著者 川村 卓
発行年 2010
その他のタイトル Development of teaching methods in motion
analysis of baseball batting
URL http://hdl.handle.net/2241/107741
 様式 C-19 
科学研究費補助金研究成果報告書 
 
平成２２年 ６月１４日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究は野球選手の打撃フォームを詳細に検討し，技能の向上を図る
基礎的知見を得ることを目的とした．「上肢のキネマティクス的分析」では，ボトム側肩関節を
「脇をしめる」ようにして内転および水平内転することがスイング速度を大きくした要因であ
ることが示唆された．また，「左右各手のキネティクス的分析」の研究では，特にスイング前半
から中盤にかけてバットヘッドが先に速度が増加しないような左右手の力を使っていることな
どが明らかとなった．これは指導でいわれるヘッドを遅らせる動き，いわゆる「インサイドア
ウト」を両手の力によって行うことを示唆するものであり，指導の根拠を示すものである． 
 
研究成果の概要（英文）：This study examined in detail the baseball player's batting, with 
the aim to obtain knowledge to improve basic skills. In kinematics analysis of the 
upper limbs, larger horizontal adduction and internal rotation of the bottom side of the 
shoulder joint, larger bat speed. Also, in Kinetics Analysis on each side of the hand, 
both hands with a force that does not increase bat speed head first, especially during 
the early to forward swing. These results intended the teaching word of "Inside Out 
Swing". 
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１．研究開始当初の背景 
①日本国内で行われているスポーツの中で
野球は最も人気の高いもののひとつであり，
国民的娯楽と呼ばれている．しかし，その指
導方法は旧態依然とした指導体制の中で行
われている場合が多い．これは野球がサッカ
ーなどに比べ．学校体育ではなく独自の発展
を遂げてきたため,統一されない組織の中で
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経験論のみが蔓延り，学問的アプローチが遅
れてきたことに起因すると考えられる．筆者
はこれまで野球の指導現場を預かりながら，
野球のコーチングおよび野球の動作に関す
るバイオメカニクス的研究を行ってきた．こ
れまでの内外の研究から特に野球において
バイオメカニクス等で得られた知見を現場
との密接な関係の中で用いられた例は見ら
れない．これは客観的なデータを現場に必要
な質的情報(表現，ドリルなど)に変えられる
研究者およびコーチがいなかったためであ
る．その結果，現場と研究の乖離だけが生じ
る結果となっている． 
 
２．研究の目的 
本研究は野球選手の打撃フォームを詳細に
検討し，指導ポイントを明らかにして，その
知見を大学選手に処方することで技能の向
上を図ることを目的とした． 
 
３．研究の方法 
①被験者は大学野球選手 12名と社会人野球
選手 4名の合計 16名で，実験を行うにあた
り被験者に本研究の目的，実験方法などを説
明し，実験参加に対する同意を得た． 
実験はティー台に固定したボールを打撃す
るティー打撃を行わせた．いずれも被験者に
はベルト付近でほぼコースが真ん中の球を
「全力スイングでセンター返しをする」よう
指示を与えた．実験ではNAC社製MEMRECAM C
２
②被験者は大学野球選手 10名で，実験を行
うにあたり被験者に本研究の目的，実験方法
などを説明し，実験参加に対する同意を得た． 
S)を用い，撮影速度毎秒 200コマ，シャッ
タースピード 1/1000秒で撮影した．  
実験はティー台に固定したボールを打撃す
るティー打撃を行わせた．いずれも被験者に
はベルト付近でほぼコースが真ん中の球を
「全力スイングでセンター返しをする」よう
指示を与えた．動作計測は Vicon61（9-camera，
250Hz)を用いた．また，センサーバット
（1000Hz)を用いてバットスイング中のバッ
トおよび両上肢の動力学測定を行った． 
 
４．研究成果 
①本研究により野球の打撃における両肩関
節の動作は小さく，トップ側の肘および手関
節の動作は大きいことが示された．また，両
手関節の回内外において動作の異なる変化
パターンが示されたことから，両手でバット
を握っていても同じ変化の動作を示さない
ことが明らかとなった(図 1)．さらに，ボト
ム側肩関節を「脇をしめる」ようにして内転
および水平内転することが High 群のスイン
グ速度を大きくした要因であることが示唆
された(図 2)． 
②本研究により運動依存力のバット速度へ
の貢献が大きいことなどが示された．更にバ
ットの遠心力に対しての右打者の左手の力
が大きく，また，左右手の偶力成分が大きい
ことを示した．特にスイング前半から中盤に
かけてバットヘッドが先に速度が増加しな
いような左右手の偶力を使っていること(図
3)などが明らかとなった．これは指導でいわ
れるヘッドを遅らせる動き，いわゆる「イン
サイドアウト・スイング」を偶力によって行
うことを示唆するものであり，指導の根拠を
示すものである． 
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図２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 
③これらバイオメカニクス的な知見から打
撃指導への質的な検討を加え，「大学硬式野
球選手の打撃指導に関する事例的研究―質
的研究方法を用いて―」を行い，発表し，こ
れらの研究の総合的な知見を指導へと還元
する本研究の目的を達成した．しかし，研究
を進める上で不十分さが生じ，特に練習方法
の有効性に関する基礎的な知見を得るため
ドリルに関する研究や下肢のキネティクス
に関する研究がさらなる課題として挙げら
れる， 
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